
平成２５事業年度

決　算　報　告　書

国立大学法人福井大学



(様式２）

国立大学法人福井大学

差　　　額
（決算－予算）

 収入 　 　 　
運営費交付金 8,743 11,203 2,460 （注１）
施設整備費補助金 2,815 2,163 △ 652 （注２）
船舶建造費補助金 -                        -                        -                        
施設整備資金貸付金償還時補助金 -                        -                        -                        
補助金等収入 1,316 1,411 95 （注３）
国立大学財務・経営センター施設費交付金 45 45 0
自己収入 17,140 18,008 868

授業料及び入学料検定料収入 2,982 2,821 △ 161 （注４）
附属病院収入 13,881 14,813 932 （注５）
財産処分収入 -                        0 0
雑収入 277 373 97 （注６）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,284 1,330 46 （注７）
引当金取崩 89 104 15 （注８）
長期借入金収入 5,565 4,612 △ 953 （注９）
貸付回収金 -                        -                        -                        
目的積立金取崩 -                        -                        -                        

計 36,998 38,877 1,879
 支出

業務費 25,080 26,838 1,759
教育研究経費 12,003 12,541 538 （注10）
診療経費 13,076 14,297 1,221 （注11）

施設整備費 8,425 6,821 △ 1,605 （注12）
船舶建造費 -                        -                        -                        
補助金等 1,316 1,411 95 （注13）
産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,284 1,156 △ 129 （注14）
貸付金 -                        -                        -                        
長期借入金償還金 892 875 △ 17 （注15）
国立大学法人財務・経営センター施設費納付金 -                        -                        -                        

計 36,998 37,101 103

収入－支出 0 1,776 1,776

○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金差額2,460百万円は、前年度からの繰越金と追加交付分です。

平成２５年度　決算報告書

　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

（注２）施設整備費補助金については、補助金事業の計画変更等により、予算金額に比して決算金額が652百万円少額とな
　　　っています。

（注３）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得増により、予算金額に比して決算金額
　　　が95百万円多額となっています。

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、主に授業料収入が、授業料徴収対象者数の減等により、予算金額に比
　　　して決算金額が161百万円少額となっています。

（注11）診療実績増に伴い材料費等が増加したことにより、予算金額に比して決算金額が1,221百万円多額となっています。

（注５）附属病院収入については、手術件数の増加、高額な薬剤を使用する注射件数の増加等による診療単価の増により、
　　　予算金額に比して決算金額が932百万円多額となっています。

（注12）施設整備費については、補助金事業の計画変更等に伴い、予算金額に比して決算金額が1,605百万円少額となってい
　　　ます。

（注13）補助金等については、（注３）に示した理由により、予算金額に比して決算金額が95百万円多額となっています。

（注６）雑収入については、予算段階の見込みより増加したことにより、予算金額に比して決算金額が97百万円多額となっ
　　　ています。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階の見込みより国（の各組織、特殊法人）及び民間から
　　　の受託研究・共同研究、受託事業の獲得増加により、予算金額に比して決算金額が46百万円多額となっています。

（注８）引当金取崩については、退職者の増加により、予算金額に比して決算金額が15百万円多額となっています。

（注９）長期借入金収入については、事業の計画変更等により、予算金額に比して決算金額が953百万円少額となっていま
　　　す。

（注10）教育研究経費については、教育研究の質の向上に充てるため、予算金額に比して決算金額が538百万円多額となっ
　　　ています。

（注14）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、次年度繰越額の増により予算金額に比して決算金額が129百
　　　万円少額となっています。

（注15）長期借入金償還金については、事業の計画変更等に伴い、予算金額に比して決算金額が17百万円少額となっていま
　　　す。


